
10月1日から

全国一斉に赤い羽根
共同募金運動が
はじまります

〈募金期間 10月1日～12月31日〉

　戦後まもなく始まった赤い羽根共同募金。皆様に支えられて、今年66回目を迎えます。
　赤い羽根の募金運動は、まちの人のやさしい気持ちを集める活動です。あなたのやさ
しさが、あなたの声かけが、あなたの気持ちが、きっと町を変えていくはじめの一歩と
なるはずです。もっと、もっと良い町になりますように、皆様のあたたかいご協力を
お願いいたします。

おとふけ

社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより社協だより
発行　社会福祉法人　音更町社会福祉協議会　音更町大通 11 丁目 1番地　☎ 42-2400
　　　　　　　　　　E-mail：otofuke-shakyo@rainbow.plala.or.jp
　　　　　　　　　　HP：http://otofuke-shakyo.jp

平成24年9月25日

No.114

この社協だよりは、赤い羽根共同募金助成金が使われています。

　この度、音更町社会福祉協議会のホームペー
ジを開設しました。今後はインターネットを通
じて、様々な情報を町民の皆様へお知らせして
いきますので、ご意見、ご感想よろしくお願い
します。
（「おとふけ社協だより」のバックナンバーも
ホームページで確認できます。）
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●● ホームページを開設しました ●●



　赤い羽根共同募金は、高齢者、障がい者、子供たちへの地域福祉活動を支援する募金です。災害時に
は「災害ボランティアセンター」の設置や運営など被災地支援にも役立っています。
　音更町においては今年度、昨年の募金額の約5割を北海道共同募金会が広域的に各種福祉事業等と
して活用し、残り5割は音更町への福祉事業費及び募金事務費として交付され、有効に活用されて
おります。

■さまざまな募金方法
　〇封筒募金・・・・各戸へ募金用封筒を配布し協力を願います。
　　　　　　　　　　（今回同封の封筒にてお願いします。）
　〇法人募金・・・・企業へ訪問、または文書により協力をお願いしています。
　〇町内会募金・・・町内会を通じ協力をお願いしています。
　〇イベント募金・・各種イベント等において行われる共同募金のPRを

兼ねた募金活動です。
　※その他、職域募金や学校募金、またスーパーや病院等へ募金箱を設置

し協力をお願いしております。

■寄付額は税額控除の対象となります
　赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金については確定申告をすることにより税額控除を受けること
が出来ます。
■法人の場合
　法人税を納める法人は寄付金全額が損金に算入されます。
■個人の場合
○所得税は寄付金額（年間所得の40％を限度）から2千円差し引いた額が所得から控除されます。
○住民税は寄付金額（年間所得の30％を限度）から2千円差し引いた額の1割が住民税の額から控除さ
れます。

■12月からは歳末たすけあい運動
　12月1日からは全国一斉に歳末たすけあい運動がはじまります。
　音更町では皆様から寄せられた募金をもとに、ひとり親のご家庭や、
ひとり暮らしの高齢者等を対象とした事業に活用させていただきます。
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思うことから、はじめよう。
～66回目の赤い羽根～

思うことから、はじめよう。

平成24年度
募金目標額 4,300,0004,300,0004,300,000円円円

「福祉まつり in おとふけ」での
募金活動風景
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共同募金の仕組み　 昨年（平成23年度）ご協力いただいた募金は今年このように活用されます。

東日本大震災義援金の募集期間延長のお知らせ

災害義援金
（9月7日現在 本会窓口受領実績） 13,724,042円（112件）

北海道共同募金会音更町共同募金委員会
（音更町大通11丁目1番地　音更町総合福祉センター内　電話42-2400・FAX42-5481）

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災に対する災害義援金について、共同募金会では震災直
後の3月14日より募集を行い、平成24年9月30日までを募集の期間としておりましたが、この度、
中央共同募金会より期間延長の通知がありました。
　募集期間におきましては平成25年3月31日まで延長となります。
　これまで大変多くの皆様にご協力をいただいております義援金は、全額被災地の生活支援に活用され
ます。本当にありがとうございます。
　なおボランティア・NPOの被災地活動支援のための募金につきましても、平成25年3月31日ま
で募集しておりますので、引き続きご協力をお願いします。被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げ
ます。

各ご家庭・法人・団体等からの募金

北海道共同募金会

音更町の福祉事業へ

1,721,823円

北海道共同募金会音更町共同募金委員会
4,080,823円 全道広域配分 2,013,000円

十勝支庁支会経費分担額 96,000円

音更町共同募金事務費 250,000円

※全道の福祉施設・団体等へ配分

おもちゃライブラリー 170,000円
布のおもちゃ等を通じ、子供たちが安心し
て遊ぶことが出来る場を毎月 2回開放し
ています。

障がい者生活支援事業 249,823円
喫茶業務を通じて在宅にて生活する障がい
者の自立を図ります。

食事サービス事業 875,000円
高齢や障がい等により調理が困難な方に対
しての夕食の配達を行います。

福祉まつりの開催 200,000円
町民が気軽に集いふれあう場として、今年
は 7月 22日に開催しました。

社協だよりの発行 227,000円
社協だよりを年 4回発行し、各種事業のお
知らせやボランティア情報を発信します。



　介護保険制度が導入されてから早12年が経ち、在宅老人デイサービスセンターゆうゆう（以下　ゆ
うゆう）も多くのご支援を受け13年目に入りました。要介護者及び要支援者（以下利用者）の心身の状
態を踏まえて在宅生活が維持・回復できるように、日常生活動作訓練及び機能訓練を行っています。
　利用者の社会的孤立感の解消や心身機能の維持並びに利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減が図
れればと職員一同頑張っております。今後ともよろしくお願いいたします。
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ゆうゆうの1日

手洗い・うがい

健康チエック

日常動作訓練

個別機能訓練

運動機能向上訓練

嚥
（えんげ）

下体操

歯磨き

入浴（午後から）

★自宅からゆうゆうまでの送迎をいたします。

衛生を保つために行います。

利用者の体温、血圧、脈拍、体重をチェックし
記録するとともに、必要な助言を行います。

体を動かす活動や創作活動などを行い、
機能が維持、回復できるように支援します。

個人個人に応じた運動、頭の体操などを
行っています

その他
事業所外での日常生活動作訓練を行い
ます。
【平成 24年度　・回転寿司（春・秋）
 　　　　・ショッピング（秋） 】
本人の自主性を尊重し、ストレス解消
などを伴う活動を行います。

筋力、持久力、柔軟性、バランス能力等を
包括的にトレーニングします。

食事前に首から上の緊張の軽減、運動性の
改善、食事への意識化を狙って行います。

食後に口腔内清掃を
行います。

個々の心身機能を大切にし、できるだ
け自力で行えるよう介助いたします。

月曜日から土曜日までの週6日間（祝日も営業）の開設となります。
その他年末年始（12月31日より1月3日）はお休みです。

〒080-0104
音更町新通8丁目5番地
TEL 0155-32-4722
※見学、問い合わせにも随時対応して
います。

所在地
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地域交流サロンの紹介 　社会福祉協議会で推進している地域交流サロンについて、
町内13か所目となる「木野ディスコンサロン」と14か所目と
なる「花のほほえみ」がそれぞれ開設されました。

　この度、自宅のスペースを開放し、地域の方々が気軽に集える
交流サロン「花のほほえみ」を開設しました。
　第1回目の9月10日には地域にお住まいの方10名が集まり、
それぞれがお茶を飲みながら笑顔で歓談し、最後は「青い山脈」等
の歌謡曲を合唱し楽しみました。
　外出する機会が少なく家にいることが多い方、小さいお子様の
いるママなど、年齢や性別は気にせず、お茶を飲みながらお喋り
を楽しみましょう。
　開催場所はバリアフリーの建物になっており、休憩のスペース
もございますので、お体の不自由な方も安心してお越しください。
◎開催日　毎月第2月曜日　13時～ 15時
◎場　所　棚橋　政子宅（十勝川温泉北 8丁目 1番地）
◎参加費　100円（お茶・お菓子代）
◎問合せ　棚橋　政子（４６－２３２１）

花のほほえみ

　「ディスコン」という軽スポーツを通じて、地域の皆様やグループ
ホーム等で生活されている障がい者の方々が気軽に一緒に楽しめ
るサロンです。
　8月26日は16名の方が参加され楽しい時間を過ごしました。
　お子様からご年配の方、障がいのある方まで幅広く簡単に楽し
むことができます。見学だけでもかまいませんので、気軽に遊び
に来てください。

◎開催日　2か月に1回　第4日曜日（10月28日、12月23日、2月24日）
　　　　　13時～ 15時
◎場　所　木野コミュニティセンター
◎参加費　無　料（飲み物等は各自で持参ください。）
◎問合せ　武藤　正利（３１－０９５９）

木野ディスコンサロン

“ディスコンとは”
　赤色と青色のチームに分かれて、1チーム6枚の円盤状のディスクを
投げ、どちらがポイントに近づいているかを競う簡単なスポーツです。
　初めての方でも競技を楽しむことが出来ます。

地域交流サロンをはじめてみませんか？地域交流サロンをはじめてみませんか？地域交流サロンをはじめてみませんか？
　自宅や地域会館等を利用して、様々な地域住民が集い、お茶会やレクレーション等を通じて交
流する中でお互いを尊重し、楽しく暮らせる地域づくりを目指します。
　社会福祉協議会では立ち上げの際の情報提供の他、チラシの作成等もいたしますのでお気軽に
お問い合わせください。
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◎金　銭    （敬称略）
寄　　付　　者　　氏　　名 寄付金(円) 寄 付 金 使 途

松浦　和枝 13,000 ボランティア花風船へ
音更町民チャリティゴルフ大会実行委員会 118,450 

社会福祉事業音更ライオンズクラブ 30,000 
音更町技能士会 25,300 
音更蕎麦研究会 9,225 
㈱のむら葬祭 10,000 

福祉まつり事業へ髙玉興業㈱ 10,000 
国際ソロプチミストおとふけ 10,000 

◎物  品 （敬称略）
預託品名 預 託 者 氏 名 数　量 預　託　先

リングプル

柏崎　秀子 17.4kg

リングプル再生ネットワーク

林　孝 1.4kg
部田　幸男 2kg
ひびき野仲町1丁目町内会レディース部 2.4kg
柳町フォークダンス同好会 0.9kg
清和ともしびの会 0.588kg
青葉町内会 10kg
小室　鋼 3.8kg
ひびき野東町1丁目2丁目子供会 2kg
国際ソロプチミストおとふけ 2kg
緑陽台小学校児童会 120kg
白ゆり来楽部 2kg
山口　幸子 1kg
匿名 0.7kg

ペットボトル

キャップ

＊清涼飲料水以外の
キャップまたはキャッ
プ以外の物が混入さ
れないようご注意願い
ます。

石川　重信 47,600個

エコキャップ推進協会

音更高校ボランティア同好会 4,100個
林　孝 1,800個 
部田　幸男 1,300個 
中鈴蘭町内会 16,400個 
ひびき野仲町1丁目町内会レディース部 2,350個 
地域で一緒に暮らそう会 2,880個
柳町フォークダンス同好会 6,460個 
清和ともしびの会 9,825個 
西條　恵介 1,000個 
青葉町内会 6,000個 
ひびき野東町1丁目2丁目子供会 4,000個 
国際ソロプチミストおとふけ 4,500個
白ゆり来楽部 500個 
山口　幸子 250個 
柳町小学校エコロジー委員会 17,950個 
匿名 2,000個
匿名 600個

使用済み切手

相馬　亘 2,000枚 

北海道ユニセフ
ソロプチミストＳＩおとふけ 9,030枚 
清和ともしびの会 363枚 
柳町小学校エコロジー委員会 4,200枚
匿名 732枚 

使用済みテレホンカード ソロプチミストＳＩおとふけ 391枚 北海道ユニセフ
書損じ葉書 ソロプチミストＳＩおとふけ 225枚 北海道ユニセフ

タオル
匿名 100枚 町内福祉施設
永楽会老人クラブ 124枚 町内福祉施設

介護用品等 オイカワ薬品 一式 町内福祉施設
尿とりパッド 棚橋　美代子 17袋 町内福祉施設
おもちゃ ボランティア花風船 120個 おもちゃライブラリーへ
大人用紙パンツ 小原　藤雄 50枚 町内福祉施設
トルコキキョウ 川端　潔 8束 町内福祉施設

平成24年6月1日～平成24年9月10日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊

音更高校ボランティア同好会

地域で一緒に暮らそう会

緑陽台小学校児童会

柳町小学校エコロジー委員会


